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一　Between　Europe　and　Japan一
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Abstract
The　comparative　study　of　the　selection　and　development　of　talent　in　sport　has　gained　increasing
importance　in　these　ten　years．　Because　the　competiotion　at　almost　all　levels　has　intensified．
The　structure　of　this　study　is　concerned　with　the　selection　and　development　of　young　people
talented　in　sport　between　U．K．，　former　D．D．R，　F．D．R，　Soviet　Russia　and　Japan．
First　of　all，　we　researched　about　outline　some　useful　examples　of　selection　procedures　already
existance　in　U．K，　DD．R，　G．DR，　U．S．S．R，　and　Japan．
Secondly，　we　analyzed　a　variety　of　factor　which　impinge　upon　the　establishment　of　a　variety
system　of　selection　and　development　in　sport．
Thirdly，　we　gave　some　critical　coments　for　the　system　of　selection　and　development　in　sport　which
are　concerend　with　the　importance　of　young　people’sbasic　growth，　health　and　fitness．
Finaly，　we　had　some　conclusion　about　the　selection　and　development　in　sport，　and　we　found　the
need　for　more　research．
（1）
（2）
（3）
the　importance　of　longitudinal　data．
the　generation　of　more　valid　testS　for　the　identification　of　talent　in　sport．
research　into　psychological　and　sociological　correlates　of　giftedness　in　sport，　including　the
notion　of“moter　intelligence”．
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高岡
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問題の所在
1　スポーツタレントの発掘・育成の国際的潮流一イギリス・ドイツを中心に一
　　1スポーツタレントの発掘・育成のシステム
　　　（1）イギリスにおけるスポー一ツタレントの発掘・育成のシステム
　　　（2）ドイツにおけるスポーツタレントの発掘・育成のシステム
　　　（3）その他の諸外国におけるスポーツタレントの発掘・育成のシステム
　2スポーツタレントの発掘・育成にかかわる諸問題一諸外国の制度を省りみて一
　　　（1）スポーツタレントの評価・選抜方法
　　　（2）スポーツタレントの育成に関する社会的・教育的諸問題
H　日本におけるスポーツタレントの発掘・育成
　　1日本陸上競技連盟におけるスポーツタレントの発掘・育成の方法とシステム
　　2　日本体操競技連盟におけるスポーツタレントの発掘・育成の方法とシステム
問題の所在
　「スポーツ」が人間の生活の「文化」として定着する様式・過程は多岐に渡っている。
　「スポーツ」を実践し、その喜びを追求するという姿勢の中にも、多様な姿勢が見うけられ
る。その一つは、チャンピオンシップをあくまで重視し、スポーツの技能の極限まで追求し
ようとする人々の集団が存在する。これらの人々は、それぞれのスポーツにおいて、相対的
卓越性を追い求める中で、自らのスポーツ技術の「質的」発展向上を目指そうとしている。そ
れらの人々が組織されている競技団体も、世界選手権、オリンピックゲームという、自らの
存在を主張する場を求めて、日夜、その「競技力」の向上を目差している。それらの各種の
競技の世界選手権・オリンピックゲームは、ただ単に、それらの競技団体の力の発揮の場と
いうのみに留まらず、今日では、メダルの多さがある種の「国威発掲」に継がると考える国々
も出現してきている。これらの国々においては、このスポーツの「競技力」の向上という課
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題は、国家の重要な政策として位置づけられているし、その為の選手の発掘・育成はその競
技団体の生命線ともなって、懸命の努力が続けられている。競技によっては、その競技至適
年齢が若年化しているが故に、青田狩りとも言えるほど、若い年代に、そのスポーツタレン
トの発掘の目が向けられている。しかし、そうした傾向については、少なからず問題が存在
している。一つは、そのスポーツが能力あると診断され、そのスポーツに没入してゆく児童・
生徒らの、人間としての全人的発達はどのようにして保障されるのかということである。首
尾よく、その競技で世界の頂点を極めたとしても、その後数十年に経る人生はどうなるのか？
またさらに、競技生活の途中で「ドロップアウト」をしたり、「燃えつき」てしまったら、彼
らの発育発達はどうなってゆくのか？
　さらに、そうだからと言って、スポーツで栄冠を勝ち得たものに対して、国家で彼らの生
涯を、年金という形で支えることが是なのか、非なのかという問題も存在する。
　このような多様な問題を抱えた、「スポーツタレントの発掘・育成」課題を国際的潮流と日
本とを比較しながら分析しようというのが本研究の狙いである。
　しかし、言うまでもないことであるが、スポーツタレントを見事に開花させ、我々国民の
前で披露してくれる、人間の業とも思えない「スポーツパフォーマンス」は、見る人をして
感動せしめてくれる。このことは、スポーツを鑑賞の対象として、このスポーツ文化を享受
しようとしている人々にとっても重大なことである。より良い、より質のいい、スポーツ文
化を国民に提供するということになるのである。故に、このスポーツタレントの発掘・育成
という課題は、ただ単に、競技団体やそれによって国威を発掲しようとする人々たちだけの
問題ではなく、「国民」としても関心のある課題でもあるのである。
1　スポーツタレントの発掘・育成の国際的潮流
　　1スポーツタレントの発掘・育成のシステム
（1）イギリスにおけるスポーツタレントの発掘・育成のシステム
　イギリスの学校教育制度の中では、特に秀いでた能力を保持する子供らに対して「発掘」「選
別」そして「育成」するというシステムは、芸術音楽に関する能力を開発するメニューヒン・
スクールやロイヤルバレエスクールを除いては存在していない。故に、子供達のスポーツタ
レントを全国的に調査し、特定の学校に収容し、選手を育成するというシステムは、イギリ
スには存在しない。体育教師が行う課外指導や、スポーツクラブが主催する子供向けプログ
ラムや、競技団体が特別に組織する年令別チームの編成等が、才能を持った子供の育成プロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラムのすべてである（注1）。その他、14才を過ぎた子供達にむけた私立のミルフィールドスクー
ルや、昨今その名声を増したタビストックにある水泳のためのケリーカレッヂが、子供達の
スポーツタレントの育成に一役買っているCil2）。競技団体の側でも、1983年にローンテニス協
会が宿舎付の学校を開設し、さらにフットボール協会は、1984年にリレシャルにGMの援助
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でフットボールスクールを設立した㈱。
　イギリスにおいてスポーツタレントの早期発掘・育成を控えめにしている根拠は何なのか？
その考え方の背景を、ヨーロッパ評議会が作成した、子供たちのスポーツについての勧告文
に見い出すことが出来る。「12才以下の子供らをスポーツスペシャリストにすることは、子供
達の発育発達に関する生物学的結論が欠けている現状においては、望ましくない鮭4）。」
　このような状況の中で、イギリスにおいては、スポーツタレントの優秀な子供達の育成と
いう課題は、中学生以上を対象として行なわれることにちっていった。その方法は、各地方
自治体、（例えばロンドン市教育委員会）の指導で作られた、地域のスポーツタレント優秀者
の指導を行う「センター」を中心にするものであった。このセンターこそが実質的な、スポー
ツタレントを持つ子供達への指導、育成の場となった。これらのセンターには、カレッヂや
総合大学、教育大学などの設備の整った施設が提供されたので、その成果は順調に現われて
きた（注5）。
　このような状況を、クリントン・セイヤーは要領よく説明をしている。一
　「ここに1第一級のコーチ機能が提供され得る『特別に選抜された子供たち』のための特別
なセンターが形成され、将来に向けて発展する方策が設定された。より多くの地方自治体は、
活動的な専門的コーチやアドヴァイザーを雇用することが出来るであろう。何種目かのスポー
ツにっいては、良い設備とスタッフを持った特別なスポーツの為の学校が出現し、教育大学
や総合大学に第一級の施設と指導者を持った地域のスポーツ能力優秀者のためのセンターを、
より多く設置することが出来る。ロンドン、マンチェスター、サザンプトン、ゴベントリー
などの都市においては、優秀なスポーツタレントを持った子供達のための秀れた計画が設定
され、第一級の教育が第一級の施設の中で受けられることになった。コベントリーにおいて
は水泳指導計画1973年が示され、その後10人以上の国際的水泳選手を輩出した〔注6》。」
　このようにイギリスにおいては、スポーツタレントを持った若者達の発掘・育成という課
題にっいては、他の分野における才能優秀者たちと同様に、完全に不適切で、調和した方策
はない。スポーツタレントを持った若者達のための育成計画は、充分に検討された計画であ
るというよりむしろ、偶然性に依拠していることが多い。より決定的な立ち遅れは、より豊
かな、より充実したプログラムを策定することによって、成長するべきスポーツタレントを
持った若者達の才能を開花させるという、将来を展望した「研究計画」が存在しないことで
ある。特に、スポーツタレントを持った子供達の育成については、他の芸術・音楽などの分
野における才能を持った子供達の指導法もそうであるが、完全に不適切で、両親などの努力
に負うところが多い不十分なものであった。このような状況におかれた理由の一っには、よ
り豊かな、充実したプログラムを策定し、スポーツタレントを持った子供達を周到な計画の
もとで育成するという「案」が欠けていたことにある。特に、スポーツタレントを持った子
供達の育成という課題は、ただ単に、子供らに選抜テストを課して、発掘すればいいという
のではなくて、子供達らの身体的発達の状況と平行して、心理的発達なども考慮されなけれ
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ばならないし、さらに、子供の発育発達の教育学的・倫理学的観点からも検討をする必要性
がある。イギリスにおける伝統的教育思想から見れば、ひと握りの子供らを、スポーツ能力
が優秀だからといって、その能力の発達のみを追求するという、アンバランスな教育姿勢は、
社会には容易に受け入れ難い傾向がある。さらにスポーツタレントを発掘する、その方法に
っいても、十分な科学的根拠が提示されていない。例えば、子供の発育が早熟型なのか晩成
型なのかをどう認知するのか？とか、何才ごろからトレイニングを課し、その負荷がどれぐ
らいが至適なのか？とか、どの身体的能力を評価して、どの種目のスペシャリストにすべき
なのか？等の問題が存在する。
　このような状況下では、国家的・統一的スポーツタレントの発掘ということや、さらにそ
れによって選抜された子供達を特定のスポーツ種目の競技力向上のためのプログラムに追い
込むということは、国民の中に培かわれた、教育観からすれば、到底国民に、認知されるも
のではなかったCil7）。
（2）ドイツにおけるスポーツタレントの発掘・育成のシステム
　今は亡き、ドイツ民主共和国（D．D．R．）は、スポーツタレントを持っ子供達に対する発掘・
育成の徹底したプログラムを保持していた国として有名であった。もとより、社会主義国で
あったので、そうしたシステムに対する思想的認知・合意といったものは、その社会の中で
は存在していたかも知れないが、その是非を問うことは、莫大な紙面を要するので、次の課
題に譲ることとして、ドイツ民主共和国で実際に行なわれていた、スポーツタレントを持っ
た子供らの発掘・育成に関するプログラムの『事実』のみをここに示してみたい。
　子供らのスポーツタレントの発掘・育成の手続きは次のように実施される。（詳細は表1にて）
（1）一般的な第一選考段階
（2）第二選考段階の準備（一般的体力と特定スポーツ種目の力量の評価）
（3）第三選考段階（より専門的スポーツ種目）
（4）医学的検査（より集中的トレイニングに対する耐性の調査）
（5）試行的トレイニング（6ヵ月間実施、トレイニングの強化に対する興味、スポーツ技
　　術や知識の増加、個人的・社会的資質の発展等の調査）
（6）　トップクラス選手に向けての選抜（ナショナルチームのメンバーに選抜された後、ト
　　レイニングセンターの主事と父兄の話し合いが行なわれる）
　この選考の第一段階は通常9才～10才の時に、学校体育の授業の中で実施される。この第
一段階選考に次のようなデーターが考慮される。①個人の履歴　②身長　③体重　④60mダ
ッシュ（の記録）⑤巾跳　⑥三連続片足跳　⑦持久走　⑧ボール投　⑨砲丸投　⑩腕立て伏
せ　⑪敏捷性競走　⑫体育の成績　⑬体操の成績　⑭ボールゲームの成績　⑮課外スポーツ
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能力　⑯スポーツ競技に対する興味
　これらのデーターはドイツ民主共和国のスポーツ連盟本部に集積され、さらに①体型発育
予測　②最終的身長の予測　③同一年令と比較した身長・体重の偏差なども重ねあわせて、最
終的に評価をして、スポーツタレントを発掘してゆくのであるCilS｝。
　しかし、子供らの生物的発育年令と暦の上での発育年齢の差異はある時は30ヵ月以上の差
があり、実際の指導プログラムを設定する時には非常な困難をもたらすことが多かった。さ
らにドイツ民主共和国では、生物的発育年齢を、タレント発掘の指標にしているが、運動生
理学的知見では、とくに女子に対しては、初潮年令を指標にすべきだとされている。このよ
うな問題の上にさらに、子供らの育ってきた社会環境や遺伝的要素、さらにその年令までに
どれぐらい専門的トレイニングを積んできたのか等の考慮も併せて行う必要性があった。
　このようにして第一選考段階、トレイニングを経るなかで、子供らの一般的運動能力の開
発と、第二選考段階で行なわれるより専門的スポーツ競技の準備が組織化されるのである。さ
らに最終的なトップクラス選手として選考される時には、スポーツクラブの指導者、学校の
教師、両親の三者において討議されて決定されてゆく。その際には、よりハードなトレイニ
ングに適応出来るのだろうかという医師の検査も必要とされている。このように選考された
選手が表1に示された試行的トレイニング（6ヵ月）へと入ってゆくのであるCil9）。
ドイツ民主共和国における高度なスポーツトレイニングに参入してゆく子供達を選抜す
るための重要な要素について
表1
一般的選考過程
第　一　選　考　段　階 第　二　選　考　段　階 試行的トレイニング
子供に関する一般的データ分 運動能力テスト 施行期間における短期間の数
析、観察、面接 種類の練習
（a）一般的健康状態 （a）より綿密な当該スポー パフォーマンスと行動
（b）学校の成績 ツに必要な運動能力テ （短時間の練習における）
（c）社会的状況とスポーツ スト
への興味 一般的及び当該スポーッの運
（d）当該スポーツからみた （b）より正確なスポーツ競 動適応能力のテスト
体型 技側の要求 人格全体の評価
（e）一般的運動能力
（体育の授業時における）
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　さらに、子供達のタレント発掘の根拠の難しさと相侯って、さらにやっかいなことは、多
くのスポーツ競技団体は11才～12才以前の子供達を必要としたことであり、かつまた、これ
ら優秀なスポーツタレントを持った子供達を、各競技団体で奪い合うかたちになってしまう
ことであった。
　このようなスポーツタレントを持った子供達の発掘・育成を成功させるために、ドイツ民
主共和国においては、1年間に20万人以上の子供達をテストした。第一段階の選考において
約5000人がパスし、さらに2500人が試行的トレイニングに入ってゆく状況であった。最終
的には2000人が幼年・少年スポーツ学校（18～20種ほどのスポーツ競技）へと進学してい
った。この中から20人程の若者が、後のトップスターの階段をかけ上っていったのであった。
　次に、統一以前にはドイツ連邦共和国と呼ばれた、旧西ドイツにおける、スポーツタレン
トを持った子供達の発掘・育成の状況を陸上競技連盟の方策を中心に検討してみたい。（ボッ
フム市とドルトムント市の例を中心に）スポーツタレントを持つ子供達らの発掘方法をより
科学的にしようと努力しているボッフム市においては次のようなテストを実施しでいるdV　11）。
（1）運動能力の基本テスト（詳細は表2参照）
（2）試合におけるパフォーマンス
（3）教師やコーチからの推奨
　このテストは通常の学校の生徒（10～11才）を対象に実施され、テスト結果の良かった子
供は、引続き、学校で2～3年トレイニングを受ける。その後、正規の学校で授業を受けた後、
帰宅前に、地域のスポーツクラブと綿密に連絡を取って作り上げたスポーツセンターに、行
くことになる。さらに上質な能力を持った子供達は、ボッフム市に設置されている、スポー
ッスペシャリストのための学校の形式を持つ、より高度な内容のより高度なスポーツクラプ
に行くようになる。これらの子供らは、通常、ジムナジウムに進学することになる。しかし
スポーッタレントを持った子供達の寄宿舎付学校は、あまり成功しなかったという経験を持
っている、ドイツ連邦共和国では、普通の学校で、家族的、文化的環境の中で、これらの子
供らを育成したほうが効率が良いということに気づき始めた。
　そうした中で、スポーツタレントの発掘・育成に関する方法の改良に取りかかっていった。
その第一は、通常の子供らと、選ばれた、スポーツタレントの優秀な子供らのグループを選
定し、彼らの諸能力を年令縦断的・継続的に検討することであった。この調査の項目は次の
ようなものであった。①一連のテストの妥当性・正確性　②年令と性別による運動能力の相
互関連③システマティックなトレイニングによって運動能力が発達するという結果の追求
　これらの縦断的・継続的調査（男子1339、女子1246計2585のデーターが集あられた。）
の結果、次のような事柄が明らかになった。
　①継続的トレイニングが常に・彼らの持つ、優秀な資質を成長させるとは限らない。②身
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体の形態（身長・体重）の発達は、11．5才～12．5才にかけて急速に発達すること　③運動能
力は一般的に言えば、一定期間のトレイニングによって向上する。等であったe「’2》。
　これらの縦断的・継続的調査の結果は、新しいスポーツタレントの発掘方法を設定するの
に有効であった。さらにこの調査を、ドイツ連邦スポーツ科学研究所は、半年に1回づっ、9
才～16才の子供らを対象に行っていくのである。
表2
運動能力 テスト種目 試技回数 測定単位
1．Speed （a）30mdash，
standing　start 1 11100sec．
基 （b）30mdash，@　刊ying　start（10　m） 1 11100sec．?
2．Power （a）5spring　jumps＊1 2 cms
一
（lower　limbs）（b）standing　broad　jump2 cms
ア （c）as　in（b）but
ス
after　depth　jump＊2 cms
3．Power （a）ball　throw（400　g） 2 metres?
（upper　Iimbs）（b）Shot　put（3　kg） 2 metres
4。Endurance800mrun 1 1／10s6c．
5．Co－ordinationObstacle　run 1 1／10sec．
単　位
????Body　Height
aody　Weight
`rm　Span
ibetween　finger　tips）
cm
汲№
m
ength　of　legs? m
1p?窒?盾窒高?п@in　five　consecutive　jumps　with　alternating　left　and　rigth　foot，　and　landing　with　feet　together
2iDe．　jumping　down　from　a　specified　heigth　and　performing　the　broad　jumρstraight　from　the　landing
Basic　Test　of　Selected　Motor　Abilities　and　Supplementary　AnthropOmetrical
Measures（Bochum！FRG）（Source：Stork（1985）
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表3
類
　　　　　　　Anaerobic
3．Neuromuscular　Strength
4．Speed
5．Agility
6．Psycho－social
7．Maturation
Weight
Height
Skinfolds
Predicted　VO2　max
　l／m
　ml（kg／min）－1
40seconds　run
V rtical　jump
Long　jump
Pull　ups
Sit　ups
Handgrips
50mdash
Shuttle　run
Perceived　exertion／Sociometry
Age　at　menarche
CEI－AFISCS　Physical　Fitness　Test　Ba冠ery（Source：Matsudo　et　al．（1985））
　こうしたテストの結果、選抜された子供らは、スポーッ科学研究所が作成したトレイニン
グ計画が施されることになる。
①第1ステージ　基礎的トレイニング
　基礎的運動技術の全面的トレイニングと身体的協調性の発達
②第2ステージ　上級トレイニング
　個有なスポーツに必要とされる特殊な能力の開発。より高度な実践とより強固な動機づ
　け集中的トレイニングというよりむしろ、そのスポーツに必要とされる基本的要素の限
　界に近いトレイニング。
③第3ステージ　最上級のパフォーマンストレイニング
　そのスポーツに絶対に必要とされる各種の附加的トレイニング。競技会や特殊な練習が
　それに付加される。トレイニングは個人的ではなくより量が多く限界に近くなり、より
　科学的試行と洗練されたトレイニングCil　13｝。
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（3）その他の諸外国におけるスポーツタレントの発掘・育成のシステム
　スポーツタレントを持った子供らの発掘・育成という課題は、経済的に恵まれた、スポー
ッ文化を充分に享受出来る状況の中でこそ可能なはずであるが、秀れたスポーツパフォーマ
ンスが国民を鼓舞したり、国威を発掲したりする側面があったりするので、経済的に充分な
余裕のない、発展途上国でも関心を持たざるを得なくなっている。巨大な経済的負債を負い、
乳幼児が1000入に100人死亡するといったブラジルにおいてさえも、スポーツタレントの
発掘・育成に関心を注いでいる。1974年にブラジル体育大学によって設立されたプロジェク
トは次の3点の背景を保持しながら研究が開発された。
　①あまり精密ではない器具を使用しなければならない。②簡素な技術的方法を用いなけれ
ばならない。③実践的でより効果的な測定をしなければならない。　このような状況の中で身
体能力の要因にっいて、15，000人を対象にした調査に着手した。その内訳は12000人が一
般の人々、3000人が国際級のスポーツ選手であった。この調査の結果レベル1からレベル6
まで分類し、レベル1は学校の児童生徒で7才～18才までで、週2～3回体育授業に参加する
程度。レベル4は地域的選手として競技会に参加する。レベル5は、国内の選手権を競う層で、
レベル6は、国際試合にブラジルを代表して参加する選手という具合に選別した。（検査項目
は表3）
　またこのテストとは別に、バレーボールの選手とバスケットボールの選手を抽出し、彼ら
の身体運動能力と一般の子供達の比較を示し、この中から、あまりに早すぎる、専門種目へ
の没入は、一流選手として成功するのは困難であるといデーターを示しているal　13）。
　R．J．フィッシャーは、その著、“The　Search　for　Sport　Excellence”の中において、発展途上国
におけるスポーツタレントの発掘・育成という課題の達成は困難を極めていると指摘し、そ
の抜本的施策としては「学校教育」制度の確立とその中における「学校体育」の充実こそが、
スポーツタレントの発掘・育成の王道であろうと主張する。
　次に、ドイツ民主共和国とならんで、社会主義国として「スポーツ大国」を確立した、旧
ソヴエト連邦において、このタレントを持った子供達の発掘・育成は如何なるシステムが存
在していたのであろうか。
　1917年に社会主義国家が設立されて以来、ソヴエトにおいては、独自の政治・経済体制を
確立していった。教育・体育にっいても社会主義体制にふさわしい政策が展開されていった。
特に「体育」は、人間の『身体』が労働と防衛（軍事力としての身体）にとって欠くことの
出来ないものであることに着目し、教育全体の中でも非常に重い位置を占めるに至った。1937
年には、国民全体が自らの「体力」の状況が把握できるように、国民全体が「G．T．0．」とい
う体力測定制度に参加する政策が決定された。このG．T．O。は地域社会・工場・スポーツクラ
ブ、学校など至るところで検査をうけることが出来た。このG．T．0．の制度が、今日のソヴエ
トにおける、スポーツタレント発掘・育成の基礎になっている。このG．T．0．のプログラムは
5っの段階からなっており、年令別に構成され、それぞれ、走、跳、投、射撃、スキー、体操
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といった種目のテストを受けることになっている。5っの段階とは、①10才～13才（男）（女）
②14才～15才（男）（女）③16才～18才（男）（女）④19才～34才（女）19才～39才
（男）⑤35才～55才（女）40才～60才（男）より成っており、これらの段階で秀いでた記
録を残したものにはG．T．0．バッチが与えられ顕彰されるal　14）。子供達はこの第一段階ないしは
第二段階で、そのスポーツタレントを発掘され、その能力をより一層向上させるために、新
たなコースに入ってゆく。まず最初にCYPSS（Children’sand　Young　People’s　Sport　School）に
参加することになる。この学校は、通常の学校制度の外に位置し、5000をこすCYPSSがソ
ヴエト全土に設けられ175万入の子供らが通っている。例えば、ベラルーシ共和国において
は、この共和国を6っの地域に分け、それぞれの地域に、35のCYPSSを設置し、それぞれ
に約50人ほどのコーチを配属してある。このCYPSSに参加するのは11才ごろからであるが、
競技年令が若年化している水泳では7～8才かそれ以前からの入校を認めている。体操競技に
至っては4～6才から参加し、サッカーでも6～7才からサッカー幼稚園を開いている。これ
らの学校は、通常の学校終了後、週3回、約2時間ぐらいの授業を受けるのであるtil　15）。この
システムは、表4のように最終的には、寄宿舎付の体育大学へと連なり、表5の功労スポーツ
マスターを目ざすピラミットが形成されてゆくのである。
表4
SBS
〈表〉
¥ヴエトにおける
Xポーツタレント
@を持った子供や
HSPS若者たちのスポ@ーツ能力育成
@システム
SPS
SODS
SCYPSS
CYPSS
表5
功労スポーツ
　マスター
スポーツ
マスター
　スポーツ
マスター候補
　1～川
ランキング
　　1～lll
ジュニアランキング
　15歳～18歳
　　SBS一スポーツ寄宿舎学校
　HSPS一上級スポーツ専門学校
　　SPS一スポーツ専門学校
　SODS一スポーツ適応者むけのスポーツスクール
SCYPSS一上級子供と若者のスポーツスクール
CYPSS一子供と若者のスポーツスクール
1（男）40～60歳　（女）35～55歳
2（男）19～39歳　（女）19～34歳
3少年少女　16～18歳
4　　〃　　　14～15歳
5　　〃　　　10～13歳
G．T．O．バッチ
　保持者
熱心なスポーツマン
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2　スポーツタレントの発掘・育成にかかわる諸問題一諸外国の制度を省りみて
（1）スポーツタレントの評価・選抜の方法
　さまざまなテストを用いて、子供らの持つスポーツタレントを評価し、早い時期に選抜し、
そのタレントを育成するという指向は、近年、どの国にも見うけられる傾向である。
　しかし、それらのテストに表われたデーターをどのように読み、評価をし、特別なスポー
ッタレント育成コースに導入するのかという問題は、たいへん複雑で難しい課題である。そ
の問題にっいて、ソヴエトのザチオルスキーは「スポーツタレントの発掘のために必要とさ
れる中心的課題は、身体活動を構成している要素に関する問題についての知見であり、その
ためには、その身体活動に用いる技術と運動の性格についての両方についての一貫した、予
備的分析が必要とされる」とし、単一のファクターだけでは、子供らの持つ能力を見抜くの
は困難であると指摘している。
　また、身体の発育にっいても生物的年令と暦年令の差異、いい変えれば早熟型や晩成型の
認知についても重要である。さらには女子には初潮の時期などの考慮も必要となってくる。さ
らに、全身持久力の能力を評価するのに絶好の指標とされているVO2maxにしても、ダニエ
ルズらの報告では、「長距離走の能力が向上しても、VO2maxは不変であった」と指摘してい
る。このようにVO2maxの測定値が必ずしも全身持久力を示す目安とはならない。このよう
に、どの測定法でもって、どの能力を評価するのか？という問題や、その能力がスポーツ能
力とどのような関連性があるのか？などについても、さまざまな見解が存在する。故に、ス
ポーツタレントを発掘する作業一つをとってみても、より一層の研究の進展と年令縦断的研
究の成果が期待されるところである。
（2）スポーツタレント育成に関する社会的・教育的諸問題
　スポーツタレントを持った子供達を発見し、その能力を開発するために、色々なコースが
開かれ、各国独自のシステムによって、彼らの能力が育成されようとしている。それらの子
供らがどのように人間として成長するのかさらに、その上、スポーツタレントを如何に伸展
させてゆくのかといった、人間の全人的発育発達とスポーツ能力の発達を統一的に考え志向
することが出来るのは、まずもって、彼らの「親」と「家庭」である。カナダのブルームら
の報告にもあるように、子供らの才能を開花させるのに、両親と家庭という背景が最も重用
であったし、さらに子供の成長を展望しながら、子供のスポーツ活動に制御・援助を与えら
れるのもこの両親と家庭であった。
　ヘメリーの報告でも、トップクラスのスポーツ成績を示した選手の98％は、自分自身の成
功を省りみて、両親の終始一貫した自分への態度のおかげであると感じているし、自分自身
の動機づけは、家庭生活からであったと回顧している。そして多くの両親は、ぐんなに若い
時から、彼らを過度な競技力向上の世界へ押し込まなかったことが、成功の原因だと答えて
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いる（注16｝。さらにカールソンとエングストンの報告では、スウェーデンにおけるテニスプレイ
ヤーの成功の原因を追求し、報告している。カールソンらの報告では、その成功の最大原因
に、彼らの育てられてきた環境であったと報告している。さらにテニスプレイヤーとして高
度なレベルに達したほとんどのプレイヤーらは、自分自身が、とても環境が良い小さなクラ
ブに所属し、そんなに高度な資格はとってはいないが、大変熱心で、彼自身を援助してくれ
る、親しみやすいコーチのもとで育てられたと回想しているCil　M。このように、スポーツタレ
ントを持った子供らが順調に育っていく過程において、子供の将来をしっかり見据て、彼ら
の発育発達の段階を視野に入れ、その彼らのスポーツタレントを伸してゆくということの、「意
味」と「意義」を確められるのは、「親」と「家庭」である。その家庭や両親の、さらに指導
者の暖い庇護と指導の中でこそ、子供らは円満な発育発達が遂げられるのであろう。
　スポーツタレントを育成するために、子供たちを特別な育成システムの中へ追い込んでゆ
くということは、その成果のうらには危険が一杯存在していることも充分認識せねばならな
い。オーリックは「スポーツ優秀者の追跡」と言う論文の中で「スポーツにおいて優秀な成
績を納めようとするならば、その子供らの『人生』の安寧を破壊しなければならない（il’e）。」と
記している。またR．J．フィッシャーは、「スポーツタレントを持って、その達成のために没入
してゆく子供や若者達の多くは、往々にしてスポーツへの思い入れが激しくなり過ぎる。そ
して最も大切なことである、自分の人生を展望をし、自分自身のスポーツ生活とどのように
バランスをとるのか？ということを忘れてしまっている者が多いe「’9）。」と嘆いている。さらに
フィッシャーは「スポーツタレントを伸展させようとしている子供らに対して、日常のトレ
イニングをしているセンターに接近したところに、特別の補習学校を設置してやるか、さも
なくば通常の学校の中でトレイニングをすることの出来る「時間」を設定してやるような、気
のきいたカリキュラムの再編をしてやるべきである。そのことによって、それらの子供達に
とって充分な教育を受けさせてやるべきである。トップクラスのスポーツに参入してゆくこ
とによって、彼らの人生のパースペクティブが破壊されるようなことがあってはならないCilZ’）。」
と主張している。
　トップクラスのスポーツマン達が、スポーツに幻滅したり、スポーツ技術の進歩が止った
り、怪我をしたり、社会的プレッシャーに負けてしまったりというようなさまざまな理由に
ょって、引退したり、ドロップアウトしたり、燃えっきてしまったりしてしまった者にとっ
ては、まさに「ヒーローからゼロ」になってしまう訳である。このような子供や若者達にと
って、人生が破滅してしまうことになったのでは、何のたあにスポーツをしてきたのか？と
いうことになってしまう。スポーツ以外の文化を会得してそれを楽しむことが出来たり、人
生への的確な見通しを持つことが出来るようになるためにも、人間として十全な『教育』が、
彼らトップを目指すスポーツマンにも与えられるべきである。　　　　　　　（寺島善一）
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H　日本におけるスポーツタレントの発掘・育成の潮流
　本題に入る前に、日本におけるスポーツの発達の概略を述べておく必要があろう。
　日本における近代スポーツの基点は西欧スポーツが紹介された明治初期に遡ると言うこと
ができる。約半世紀にわたる明治代は、日本の近代スポーツ体制を基本的に確立した点で、た
いせっな時代であった。すなわち、西欧のスポーツが紹介されQI21）既興的に楽しまれた明治初
代から端を発し、明治10年代に学生たちの同好クラブができ、「運動会」（Athletic　meeting）
が開かれ、明治20年代になると運動クラブが統合され、中学校での運動クラブなどでは対外
試合も活発化しスポーツが競技化の性格を強める素因となった。陸上競技と競漕と野球は初
期の3大競技と言われ、特に、陸上競技などは明治30年代にaln）、それまでの娯楽的・教育的
な運動会から脱皮して、競技会へと専門分化しはじめた。明治40年前後日本のスポーッ界は
急激に競技化し、明治44年の大日本体育協会の創立と明治45年に東洋から初参加の第5回
オリンピック（ストックホルム）へとっながるのである。大正前半期では、体育協会を中心
にして、種目別選手権競技が挙行され、技術的な向上がはかられていく中で、代表的な競技
は陸上競技と水上競技であった。また、野球やフットボールなどの、球技関係は、新聞社主
催による「全日本」とか「全国」とか称される競技会を通じて促進されていく。大正期後半
期には国内スポーツ体制も整備され、種目別競技団体が結成され、種目別の世界選手権とい
った国際競技会への道が開かれていった。この時代において、陸上と水泳に関する若干の種
目、また、テニスなどの球技も国際的な技術水準に達した時期でもあった。とくに昭和11年
（1936年）第9回オリンピック大会（ベルリン）の前後数年間が、戦前の日本のスポーツ界
が質量とも充実した黄金期であった。日本人の手によって水泳や陸上などの世界記録もっぎ
っぎに更新され、また、ボールゲームの技術的水準も、一般的にいって、この時期にいちじ
るしく向上した。そして、第2次世界大戦間の停滞期を経て、戦後の新時代へとっながった。
この間、技術や組織や規制は、体育協会傘下の各加盟団体が中心となり、旧制の高等学校や
大学の運動部が主体となり、各競技は益々高次化していった。戦後の日本のスポーツ界は、ま
ず、戦前なみの技術や記録をとり戻し、戦前には予測もしなかった競技種目において、世界
をリードするようになった。かって、世界的名声を獲得した日本の二大競技（陸上と水泳）に
変わり、卓球、バドミントン、体操、レスリング、重量挙やバレーボールなどの種目は戦後
急速にスポーツ化をとげ、国際的水準に達し、世界の選手権をめぐるチャンピオン・スポー
ツとして、技術は高度化し、競技ははげしいものになっていった。
　その背景には国内においては、1946年から実施された国民体育大会であったと考えられるtil22）。
戦後の荒廃によって健全娯楽を失った国民、とくに青少年にスポーツの喜びを与えることを
動機として、スポーツの普及および施設の充実に大きな役割を果した。国民体育大会は各都
道府県持ち回りで行なわれるようになり、全国的な規模のスポーツ大会となった。
　他方、国際的なスポーツの進出は1952年の第15回ヘルシンキオリンピックを契期とし、1964
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年の第18回東京オリンピックにおいてその勢いは頂点に達し、以後、日本のスポーツ界はチ
ャンピオンスポーツに傾斜していくのである。
　以上の発展史の潮流を前提として、以下、具体的に日本において最も早くから実施されて
来た陸上競技と戦後、いち早く国際的水準に達し、世界のトップに君臨した体操競技の二種
目について、表題の問題の考察を加えたい。
1　日本陸上競技連盟におけるスポーツタレントの発掘・育成の方法とシステム
（1）選手養成の背景
　日本における選手養成の供給源の母体は学校である。戦後、1949年に学校制度が変わり、
旧制から新制へと切り変り、カリキュラムもアメリカの影響を受け、新たな種目が教材とし
て、学校体育の中に取り入れられるようになって来た。陸上競技の一部種目も中学校から、初
歩的な指導がなされる様になって来たが、実質的な活動は課外におけるクラブ活動がその役
割を果してきた。しかも、専用のグランドはなく狭い運動場は他の競技と共有するため必然
的にグランドの片隅で細々と練習することを余儀なくされることから、地味で苦しい練習が
強いられるために、特殊な例外はあるが、他の競技種目に比較して、選手層は薄く、国際的
水準の選手養成は芳しくない。その背景には我が国におけるスポーツ選手の育成の組織は学
校の課外活動における運動クラブにのみに頼ってきた傾向があった。学校制度という枠の中
でのトレーニングには限界があり、将来を見据えた視野での一貫性を持った指導ができず、場
当り的であり、競技力向上をめざす現場の指導者より、数多くの苦情が出されることが多か
った。優秀な資質ある者も、ときにはトレーニング方法の誤解によるオーバーワークから、精
神的に燃えつきるという事態を露呈することも間々あった。
（2）　日本陸上競技連盟の対応
　日本体育協会・スポーツ科学委員会の陸上斑では、昭和63年より、同委員会のプロジェク
トとして、「競技力向上に関するスポーツカリキュラム開発研究（i｛23）」で、以下に挙げる研究を
まとめている。
（イ）「競技者の生育歴・競技歴に関する調査研究」U「24）
（ロ）「陸上競技のコーチングに関する研究」til24）
（ハ）「陸上競技の指導カリキュラムの基本構想」Ql2s）
（二）「陸上競技の種目別指導カリキュラム」Cil23｝
　以下、上記の調査研究の要約をまとめておく必要がある。
（イ）わが国のジュニアおよびシニアのトップレベルの競技者のトレーニング過程を調査し、
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　　ジュニア競技者のための指導カリキュラムにおける問題点を引き出した。
①トップレベルの競技者の大多数は、子供の頃に屋外で活発な運動遊びを経験しており、
　　また、中学では40％が陸上競技以外のスポーッを経験していた。このことは本格的に
　　陸上競技を始める前に幅広い運動経験が必要であること示唆している。
②練習時間は中学から高校、大学へと増加傾向がみられるが、シニアよりジュニアの方が
　　多い。
③陸上開始時期は男女とも中学1年生からが多かった表7。また、専門種目の開始年令は表6、
　　シニァの男女が16。5～16．9才、ジュニア選手は男女ともに13．6才～15．0才までに専
　　門種目を開始していた。同様に、専門的体力トレーニングの開始もジュニア選手の方が
　　はやく、早期専門化傾向が明瞭であった。
④シニア選手のピークパフ牙一マンスに達した年令は、男子では短距離23．7才、中長距
　　離27．8才、跳躍23．3才、投e鄭　26．5才、女子では、中長距離24．5才、跳ee　21．0才、
　　投es　19．0才、であった。いずれも、競技開始してから長い年月を要しており、男子で
　　は約10年以上であった。（日本体育協会スポーツ科学研究報告集、関岡ら1990，）以
　　上、競技種目からみた陸上競技の練習・トレーニングの至適年令の道標となり得る綿密
　　で貴重な資料である表6。この資料を基に1991年に具体的な陸上競技の指導カリキュラ
　　ム基本構想と種目別指導カリキュラムが発表された｛i123）。
表6　陸上競技の練習・トレーニングの至適年齢にっいての比較注24
項　　　目 指　導　者 短距離 中・長 跳　　躍 投てき 混　　成
日　本 12．0 13．4 12．5 13．2 12．9
外　　国 12．7 14．4 13．1 14．1 14．1
日　本 15．3 16．2 15．6 16ゆ 16．7
外　　国 16．1 174 15．9 164 17．0
練習開始年齢
嵂ﾚ決定年齢
齧蜩I技術練習開
n年齢
齧蜩I体力トレー
jング開始年齢
ﾅ高成績到達年齢
日　本 148 1a6 152 15．7 16．3
外　　国 16．2 17．8 16．7 17．3 17．1
日　本 16．6 17．7 17．0 17．3 17．5
外　　国 16．6 17．0 17．0 173 17．0
日　本 23．9 27．1 24．8 26．7 26．4
外　　国 23．3 26．3 23．7 26．3 25．7
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表7　各種目郡別にみた各項目に対する指導者の回答年齢の平均注24
項　　　目 指導者区分 短距離 中・長 跳　　躍 投てき 混　　成
高　　校 11．7 13．1 124 13．3 12．9
大　　学 12．5 13．9 12．6 12．9 12．6
練習開始年齢 社会人 15．0 13．5 15．0 15．0 15．0
全　　体 12．0 134 12．5 13．2 12．9
高　校 15．1 15．9 15．4 15．7 16．5
大　　学 15．6 17．0 16．2 16．8 17．4
専門種目決定年齢 社会人 15．0 16．5 15．0 15．0 15．0
全　　体 15．3 16．2 15．6 16．0 16．7
高　　校 14．6 16．3 15．0 15．4 16．1
大　　学 15．1 17．3 15．8 16．5 16．8専門技術練習開始
N齢 社会人 15．0 14．5 15．0 15．0 15．0
全　　体 148 16．6 15．2 15．7 16．3
高　　校 16．5 17．3 16．9 17．0 17．5
大　　学 16．8 18．2 17．2 17．9 17．5専門的体力トレー
jング開始年齢 社会人 一 19．5 一 一 一
全　　体 16．6 17．7 17．0 17．3 17．5
高　　校 23．9 27．0 245 264 25．9
大　　学 24．0 27．6 25．5 27．5 27．6
最高成績到達年齢 社会人 一 25．5 一 一 一
全　　体 23．9 27．1 24．8 26．7 26．4
（3）選手の発掘と育成
　陸上競技の歴史的特性としては、人間の生活・生存のための生きる技術として、他の運動
に類をみない、最も古い歴史をもった運動として位置づけることができる。
　また、文芸復興以来、近代スポーツは一般庶民の中に深く浸透していったが、陸上競技は、
世界に共通の運動としてとりあげられ発展を示している。また、陸上競技は、人間の生活・生
存活動のために必要な、最も基礎的な運動を、最も単純な型式において競技化したもので、流
行に左右されない素朴な運動として捉えることができる。
　反面、この単純化されたスポーツ種目に対する興味性が問題点として内臓している種目と
言うことができる。このように考えると「陸上競技は、人間の基礎的運動能力を競い合うた
めの最も単純化された運動」であるとまとめることができよう。さらに、陸上競技は、人間
の基礎的運動能力そのものの中で、体力を最高度に、しかも、それらを効果的に身につける
ことができる運動として位置づけられる。
　このような観点に立って陸上競技を考えるとき、陸上競技の特性を広く理解し、教育の中
での体育の教材としての陸上競技の価値が改めて認められよう。このことは単に「文化遺産」
としての青少年のために還元するところの身体教育の場に、陸上競技が位置するものではな
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いことを示している。
　また、これらの「文化遺産」は教育という立場からは、近代科学の発展とともに成立し、形
成されていくものであり、決してギリシャ時代の変容ではなく、陸上競技の特性からあらた
にしなければならない問題点となろう。このように考えてくると、陸上競技の一般的広義の
価値論から、身体教育の教材として、青少年の発育発達の可能性が保証され得るような技能・
知識の体系化という具体的な展開により、教材としての真の価値と教材の評価も生まれてき
たことも理解できる。
　かくのごとく、陸上競技を考える立場には、二つの立場がある。一つは、学校体育の中に
おける陸上競技の立場であり、他は、競技スポーツとしての陸上競技の立場である。日本に
おける陸上競技の指導者の多くは学校の教員であった。前にも述べた如く、日本における選
手の供給源の母体は学校であった様に、この両者の立場は非常にあいまいで、いきおい、そ
の指導においても、結びっきにおいても、必ずしもその区別が明らかであったとはいえない。
　現在、陸上競技選手の養成は、大学のクラブ活動の一環としての学校教育の枠の中であっ
たり、女子選手の多くは、社会人のある企業での育成がその源となっている。
　特に、長距離選手の養成は1970年代末からのジョギングブームを契機として、一部企業の
スポンサーによる宣伝活動になっていることは衆知のことである。大衆のスポーツ活動とし
ての陸上競技と、企業の宣伝活動としてのそれが混然として、年々その規模は増大してきて
いる。
　かようにして、陸上競技を重視する人の中には、陸上競技はオリンピックの中心的種目で
あり、チャンピオンスポーツ種目を守ることの必要性を強調する立場と、一方、その技術内
容やトレーニング法を利用して、人間本来の基本的能力である走・跳・投が構成要素である
ため、すべてのスポーツに先んずるものであるという立場から、基礎体力の養成や、レクリ
エイション的観点から、生涯学習の一環としての保健的側面にその価値を意味づける立場が
併立しているのが現状である。
　ここに至って、底迷続ける我が国のチャンピオンスポーツとしての陸上競技の国際的競技
力の水準の低下に、歯止めをかけるための施策の一つとして、遅ればせながら、日本陸上競
技連盟の方針が出されたものが前述の②の日本陸上競技連盟の対応策である。戦後、四十数
年を経て、初めて指導の方針と方法が具体的に示されたということができる。
　今後、これらの資料や調査を基にし、いかなるシステムで、どのようにしてこれらの施策
を実現させていくかが最も重要な課題となろう。
　したがって、日本陸上競技連盟のスポーツタレントの発掘と育成は現時点においてその途
についた所であり、具体的には、未だ何もその方策を持ち得なかったということができよう。
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2　日本体操連盟におけるスポーツタレントの発掘・育成の方法とシステム
（1）　日本における体操競技の国際舞台への復帰とその背景
　1936年のベルリン・オリンピック大会から戦後までの9年間は国際舞台から隔絶され、技
術停滞あるいは技術的に後退した時期であった。ヨーロッパにおいても、世界大戦の終了と
ともに、せきを切ったように技術は復活したが、それらはベルリン大会ころの技術の復活で
あった。ヨーロッパ体操界の主流から遮断された我が国の体操の技術はベルリン大会に出場
したコーチ・選手の技術上の印象やフィルムを頼りに暗中模索の努力を求められた。このこ
とが、きわめて日本的な技のさばきを成熟させたといわれているCtl25）。っまり、それまでにあ
った技術や技をじっくりととりくまざるを得ない状況と、さらに、日本人の技芸に対する追
求心が加わって、日本選手独特の技さばきがはぐくまれていった。この間に、日本特有の伝
統的な技術観が定着していったと考えられる。っまり難かしい技であっても、困難さを全く
内に秘めて、きわめて、さりげなく余裕をもってさばくことを技の極致とする技術観Cil25｝であ
る。
　1950年に国際体操連盟に復帰が認められ、戦後はじめて参加した1952年ヘルシンキオリ
ンピック大会で団体5位というめざましい活躍となって具現したのである。
　日本の体操競技が国際舞台に復帰した当時の国際的な技術の基準は、1949年の新採点規則
によってその方向が示された。それまでの採点規則は「自由演技においては流れるように美
しく組合わせられ、実施は完全な優美さと安定性をもたなければならない」といったような
きわめて牧歌的なものであった。20世紀に入って、体操の技術の研究も進み、技の名称と概
念がドイツを中心とした学者ら（AKunath，　G．Bo㎜ann）により、統一され、科学的研究によ
り技の構造や技術が解明される胎動期であった。
　事実、1950年にスイスのバーゼルで行なわれた、第12回世界選手権大会以前の競技会で
は、競技種目の中に現在の体操競技の種目のほかに、100m走や、棒高跳、走高跳の陸上競技
種目が残っていたといわれているCil25）。このように陸上競技の種目が入っていたのは、「総合的
な、合理的な運動を通じ、青少年の心身の健全な発達をはかる」というヤーン（F．L．Jahn）
以来の教育的意図があったと考えられる。このバーゼル大会を最後に体操競技は現在実施さ
れている体操競技として専門種目化していった。
　一方、国内では1946年の第1回国民体育大会を始めとして、全日本選手権大会、全日本学
生選手権（1946年）、全日本高等学校選手権大会を主体とした全国規模の競技会により、国
際的に隔絶され、外国からの情報のない中で、日本固有の技術が定着し、成熟していった。こ
れらの活動の基盤は戦前から、体操愛好者を中心とした教育系大学のクラブにおいて育ぐく
まれ、その先駆的継承者達により全国的に、伝達され、牧歌的な競技会を通じ、互いに技術
を競い合った。個性的な職人的先達者によって育てられたその教え子達が、全国に散り、弟
子を育てるといった徒弟制度のような組織であった。まさに、家内手工業的な選手養成法で
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あったといえよう。そして、1950年5月に戦後初の国際競技会が開催され、（日米対抗体操
競会）、初めてみる米国選手の華麗な技術に若い体操愛好者は大いに触発された。これを契機
として、同年7月に国際体操連AH　tilm）（F．1．G．）に復帰することがバーゼルのFIG総会におい
て承認されたのである。
　このことは、日本の体操界にとって、幸いにも、国際体操界の競技化傾向とその近代化の
方向性に大した差がなかったことと、同時に国際的にも近代化の時期Cil28）であり、それは1952
年第15回オリンピックヘルシンキ大会において、日本が戦後初参加した、「5人の選手団Ci｝29）」
で、上位入賞を果したことは伝統ある西欧各国の強豪チームに対等な国際的な技術的水準を
有するチームとして実証されたことであった。
（2）　日本の体操競技の国際競技会参加と選手育成の方法
　1952年に戦後、初めてオリンピックに参加し、国際舞台への基を切り開いたことは、さき
に触れたが、この大会はまた別の意味で体操競技にとって大きな国際的な転機となった。そ
れは体操発祥国のドイツの復帰であり、それに加えて、「鉄のカーテン」を開いて初参加した
ソ連Cil3°）の台頭であった。このことに関して、当時、選手として参加し、また、戦後の日本の
体操競技の胎動期から外国技術の同化期を科学的調査や研究の基礎を築き、技術の発展の先
駆者である金子はその時の感動を彼の著書til31）のまえがきで、つぎの様に記している。「1952
年、白夜のヘルシンキで開かれた第15回オリンピック大会において、私ははじめて世界の体
操技術に接して、目の眩むおもいだった。そこには、ベルリン・オリンピックチャンピオン
のドイツのシュワルッマンの鉄棒における大開脚とび越し下り、フィンランドの老雄サボラ
イネンの磨き上げられた鞍馬の交差、スイスのシュタルダー選手など一世紀有余の伝統の上
に築かれた重厚な、そして絢燗たる技があった。また、日本と同様に、戦後はじめて鉄のカー
テンの彼方から参加したソ連の卓抜な技能があった。チュカリン、シャギニャン、ムラトフ
などの名選手の織りなす演技には、西欧の伝統の殻を破った清新の気がみなぎっていた。私
が伝統のあるドイツ、スイス、フィンランドのいぶし銀のようなしぶい技風と、科学的研究
に裏付けられて人間の技能の極限に挑戦していくソ連の激しい技風を同時に、そしてはじめ
て目の辺りにすることができたのはまさに幸いであった…以下略」
　この感動は同大会に参加した他の選手も同様であり、これらの選手達が中心になり、国際
体操界のあたらしい技術を貧欲にそれらを吸収していく源動力になった。とくに日本では考
えられなかった技にっいてはその習得に執念ともいえるはげしさを示し、短い期間で修得し、
その結果、1954年の第13回世界選手権で男子団体2位というめざましい成果を挙げ、世界
一流の仲間入りした。当時の選手達は全て体育専門系大学を母校としていた。この人達を中
心にして、同世代の同僚や体操愛好者達は各地の学校に散り、指導者として、青少年の育成
に努め、優秀な体操の後継者を母校に送り込んだのである。すなわち、当時の日本体操界の
最高水準の選手がみずから指導者的な立場で、技術水準を高めていったのである。彼らの開
発した技は母校を通して、高校生や中学生へと転移するのには、そう時間はかからなかった
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のである。いきおい、メダル候補の有望種目ととして、青少年に夢と希望を持たせ、施設や
器具の乏しい、貧困な状態の中で、多くの体操愛好者はその熱を昇華させていった。この結
果、日本の体操界は、一躍、メダル争奪のチャンピオンスポーツとして、好むと好まざるに
拘らず、その渦の中に巻き込まれてしまったのである。
　そして、この外国技術の同化期を経て、目標を打倒ソ連とし、ソ連の技術開発の原点を見
据えて、それを陵駕すべく努力が始ったのである。1958年の第14回世界選手権大会（モス
クワ）と1960年第17回オリンピック大会（ローマ）の日本チームのリーダーであった金子
は1958年の大会中に、ソ連の体操研究陣の首脳であったウクラン教授（当時、モスクワ・ス
ターリン体育大学）との個人的会談の機会を得て、「ソ連における科学的研究の現状とコーチ
との協力問題、ザリアトカ（充電トレーニング）の方法やトレーニング計画論等について長
時間にわたり討論した」と報告しているal32）。この時金子は「ソ連の研究は自然科学一辺倒の
研究から脱出して、横断科学への道を辿りつっある」u「32）と感じ取り大いに刺激されたようだ。
ちょうどこの1950年代後半はスポーツ科学が大きな躍進期で、ソ連を中心とした社会主義国
では、国家的な強力な組織の下にすばらしい業績をあげていた。「選手やコーチはその強力な
研究や調査に支えられて、着実な前進を続けている。一方、自由圏でも、西独、スイスなど
の研究活動も地味ではあるが底力をもっている」と指摘し㈱｝、翌年1959年に体操競技の科
学的研究の必要性を痛感し、自前で独自の研究に着手、その研究成果を基に作戦やトレーニ
ング計画に新機軸を打ち出した。それらはソ連から王座を奪い取るのに大きく寄与したと指
摘しているCil3‘’。このことが契機となり1961年に体操協会内に科学研究調査部が設置される
ことになる。1960年のローマオリンピック大会で、ソ連の牙城を切り崩し、優勝した日本は
その王座を堅持するためには、どうしても新しい技、新しい技術の追求してゆかねばならな
いことはいうまでもなかった。これまでは外国選手の技を分析し、先進国の文献を調査研究
することによって進んできたが、これからは、みずからのっくりだしていかなければならな
い立場に立たされたのである。すなわち、このことは独自の技術開発期に入ったことを意味
している。技の理想像の確立や技術の開発が急務とされた訳である。特に、1964年は東京オ
リンピック大会をひかえて、王座を堅持することが、国民的期待感であった。“その技術開発
はたんに場あたり的な思いつきによるものではなく、1っの技に沈潜し、その中に糸口をっか
むという日本の伝統的技術観に支えられて来た”と金子は述べ、科学的研究の必要性にっい
て言及している。ここに至って日本の技術開発は拍車がかけられ、以後、日本の技術は王座
を堅持するため必然的に難度へと傾斜していった鮭36）。かくの如く、1960年代日本体操界は
現場の実践に、連応してその基盤を整えられたのである。この日本独特の選手養成の基盤は、
まさに体操ファミリーの手作りと関係者の熱意のみに支えられきたのである。
（3）技術の高度化に伴う諸問題
　1970年代に入り・技術の高度化に伴うトレーニング環境の整備が問題となった。それは、
中学校や高等学校のクラブ活動中の事故で死亡したり、重度の後遺症を残す事故が多発して
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社会的な問題となり、このことを看過できない状態が多発した。このことは、自己の能力や
技の潜在的危険をかえりみず、段階的なトレーニングの積み重ねもなく難度の高い技へ挑戦
することに起因していることは明白であった。
　このこと予防措置として中学校や高校生に対する禁止技の設定や年令や能力に応じた競技
方法や能力別課題の検討が予儀なくされたCil3’）。この間に、世界各国、とくに欧米や中国で、若
年層からの専門的な選手養成システムが早くから確立し、指導者の養成、トレーニング環境
の整備などが総合的に営まれていた。
　日本の競技力の停滞、練習環境の立ち遅れ、選手養成システム、試合方式の改善は一朝一
夕には出来るものではなく、組織の再編の問題や経済的、社会的問穎にも関与する国家規模
的な課題である。1984年のロスアンジェルスオリンピック大会は空前の商業政策に裏づけさ
れた大会であったことは衆知の通りである。この大会を機に、スポーツが入間の文化的・教
育的価値をその活動の前提にしていたことから、新しく、社会的、経済的側面の重要視され
ることとなり、スポーツ界は益々異質の要素を内包することとなってきた。
　　おわりに
　最後に、日本に早くから輸入され、戦前に華々しい活躍で、注目を浴びた陸上競技が、戦
後はその影をひそめ、1970年代後半からのジョギングブームにより、1980年代末以来、わ
ずかにマラソンの分野で注目されている。人間の運動の原点である走跳投の分野は人間の持
っ総合的な体力の競争であり、日本の陸上界はその指導を学校だけにまかせて来た。体操も
また学校教育の枠の中で、指導され同じように発展をみたが、幸いにも、日本体操界にとっ
て、競技性といい、復期の時期といい、国際的時流に乗ったことが、20年間に渡る王座の地
位を堅持出来た理由であった。一方、時代の流れはスポーツに対する若者のスポーツに対す
る考え方も変容した。底辺を支えるべき若者はスポー一ツに参加するよりも、観客として観て
楽しむ傾向になり、競技人口も減少の傾向を示している。組織や規則が複雑になり、技術が
高次化することは競技スポーツの常であるが、このように一般大衆とスポーツ文化がかけ離
れたところにあることは、競技スポーツとは別の分野で今後の最も重要な課題となろう。地
についた、トレーニング計画により、適切な指導者のもとで、施設や環境に恵まれた状態で、
競技スポーツも大衆スポーツも共存して、スポーツができるような社会環境を整備すること
は、スポーツ関係者や体育関係者にとっての義務的役割であろう。特に、スポーツ文化を誰
もが気軽に享受でき得るコミュニティー社会は社会的なニーズでもあろう。今後、これら施
策の定着過程に着目して研究を進めたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（高岡　享）
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